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行財政運営
119億3446万円119億3446万円

歳入歳入

町税
9億5978町債（借入金）

14億8470

使用料・手数料
1億5569

繰入金
9億2750

自主財源
33億4128
自主財源
33億4128

繰越金
4億1277

その他寄付金等
8億8554

地方譲与税
2億4371

各種交付金
2億5164

地方交付税
49億2241

依存財源
85億9318
依存財源
85億9318

国庫支出金
7億4841

県支出金
9億4231

貯金をくずして
支払いにあてるお金

住民税・
固定資産税

借入金

県からの
補助金など

国の
補助金など

国からの
交付金

次年度繰越金
7億2277

次年度繰越金
7億2277

歳出歳出
119億3446万円119億3446万円

次年度繰越金
７億６２６０

繰出金
９億３０３１

貸付金
１０４０

積立金
５億９５８４

補助費等
２１億４７９２

物件費など
１８億７１３９

災害復旧事業費
６億９７２１

普通建設
事業費

１８億５７８７

公債費
１２億３５５０

人件費
１２億６３５１

義務的経費
３０億６０９２
義務的経費
３０億６０９２

投資的経費
２５億５５０８
投資的経費
２５億５５０８

その他
５５億５５８６

その他
５５億５５８６

扶助費
 ５億６１９１

児童手当・
福祉関係手当など

特別会計へ

災害復旧の
ための経費

各種団体への
補助金

職員の給与・
手当など

施設維持
管理経費など

借金返済金

　
前
年
度
比
で
、額
に
し
て
３
億
７
５
２
９
万
円
、

率
に
し
て
3
・
0
％
の
減
。
主
な
要
因
は
繰
入
金
・

地
方
交
付
税
や
諸
収
入
の
減
に
よ
る
も
の
。
歳
入

額
に
占
め
る
自
主
財
源
率
は
28・0
％
で
前
年
度
よ

り
5・2
ポ
イ
ン
ト
の
減
。

　
支
出
済
額
の
執
行
率
は
95・
２
％
。前
年
度
比
で

は
４
億
１
５
１
１
万
円
、率
に
し
て
３・６
％
の
減
。

減
少
は
物
件
費
・
公
債
費
な
ど
、増
加
は
扶
助
費
・

災
害
復
旧
事
業
費
な
ど
。主
な
減
額
要
因
は
、繰
り

上
げ
償
還
経
費
の
減
で
あ
る
。

歳入

歳出

一般
会計 119億  3446万円

９
月
定
例
会
は
９
月
４
日
か
ら
９
月
18
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
の
全
会
計
を
決
算
認
定
し
、令
和
２
年
度
の
補
正
予
算
を
含
め
26
議
案
を
審
議
し
、す
べ
て
原
案
通

り
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
７
人
が
町
長・教
育
長
に
行
政
課
題
な
ど
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

９月
定例会

住んで良 かったと実感できる

認定
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行財政運営
令和元年度

＊経常収支比率
財政構造の弾力性を表すもの。
高すぎると新しい施策は何もできなく
なる。70％～80％が理想とされている。

＊実質公債費比率
自治体の収入に対する負債返済の割合
を示すもの。（18％以上だと借入に国・
県の許可が必要）

決算指数の推移
■地方債現在高　■基金残高（億円）（四捨五入）

120

6.5%8.2% 7.0% 6.7%

131 127 126
103107 113 115

6.3%

80.3%75.3% 78.3% 79.4% 82.2%

実質公債費比率　　　　　経常収支比率

122
102

H27 H28 H29 H30 R1

H27 H28 H29 H30 R1

令和元年度 各会計歳入歳出総括表
� 単位：万円（四捨五入）

会　　　計　　　名 歳入決算額 歳出決算額 繰越財源 差引残高

一　　般　　会　　計 119億3446 111億7186 1億9423 5億6837

特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険 10億7515 9億8398 9117

後期高齢者医療 3億5534 3億5302 232

介 護 保 険 18億104 17億6245 3859

簡 易 水 道 事 業 2億6454 2億4321 10 2123

飲料水供給施設事業 4117 3531 586

農業集落排水事業 2億4662 2億2741 1921

総 合 開 発 事 業 1438 1438

分 収 育 林 事 業 5 5

計 37億9830 36億1981 10 1億7839
企業
会計 病 院 事 業 会 計 4億7338 4億7338

合　　　　　　　計 162億614 152億6505 1億9433 7億4676

　決算に伴う本町の財政状況は、財政健全化法に基づく４つの健全化判断
比率（実質赤字比率・連結実質赤字比率・実質公債費比率・将来負担比率）
において、将来負担額が充当可能財源を上回っており、問題ない状況と
なっている。
　しかし、合併算定替措置の終了による普通交付税の減少や豪雨災害の復
旧、庁舎・病院の移転新築などの大型建設事業に取り組むため、財政の健
全化に、より努めていくことが肝要である。

住んで良 かったと実感できる

本町の財政状況
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新庁舎建設およそ25億円

庁舎返済計画

概算事業費：約24.97億円
償 還 期 間：令和33年度まで
平均償還額：約１億円/年　
� ※これに利子が必要（利子にも交付税措置がされます）

年に9240万円返済すれば、その年度内に、
6468万円（70%）交付税として算入される。
実質2772万円/年の返済という�好条件の
優遇措置� ※現在予定されている計画

地方交付税
16.2億円
国から
もらえる
お金

大丈夫か!!

一般財源�7,000万円
基金 1.2億円

合併特例債
（事業費の95％以内）

23.1億円

財　源 負　担

まちの負担
8.8億円
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新病院建設およそ30.6億円
病院返済計画

借金のいろいろ

合併特例債
平成の大合併を推奨するために設けられた制度
神石高原町の借入限度額は約100億円。
基金用の積み立て資金として限度額19億円は
すでに借りている。

概算事業費：約30.6億円
償 還 期 間：令和33年度まで
平均償還額：約１億円/年
� ※これに利子が必要（利子にも交付税措置がされます）

★�通常は、３年据え置き、15年元利等
償還されます。
★�償還額に対する一定額が、年度内に交
付税措置されます。

年に1億円返済すれば、その年度内に4750
万円交付税として算入される。
実質5250万円/年の返済となる。
� ※現在予定されている計画

病院自己資金1.3億円

基金 4.1億円

過　疎　債
12.6億円

合併特例債 過疎対策事業債 病院事業債

地方交付税
14.8億円
国から
もらえる
お金

病院事業債
12.6億円

まちの負担
15.8億円

一般財源
30%

一般財源5%
一般財源
30%

一般財源
75%

交付税措置
70%

交付税措置
70%

交付税措置
25%

95%

返済計画は

ちょっと
豆知識

負　担財　源
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令和元年度 決算質疑

20
パ
ー
セ
ン
ト
だ
。

　
　
　
　
　
　
審
査
意
見
書

に
「
経
常
収
支
比
率
が
年
々

上
昇
し
財
政
硬
直
化
が
さ
ら

に
進
ん
で
お
り
、
経
常
的
経

費
の
削
減
に
一
層
の
努
力
が

求
め
ら
れ
る
。」
と
あ
る
が

対
応
策
は
。

　
　
　
　
　
公
債
費
の
上
昇

や
施
設
修
繕
費
の
上
昇
も
見

込
ま
れ
今
後
も
率
の
上
昇
は

避
け
ら
れ
な
い
。

　
今
後
は
歳
入
に
見
合
っ
た

歳
出
を
基
準
に
最
大
限
歳
出

の
抑
制
に
努
め
る
。

　
収
入
は
町
税
収
入
の
維
持

と
町
事
業
に
対
す
る
ふ
る
さ

と
納
税
確
保
の
手
法
を
検
討

す
る
。

　
　
　
　
　
歳
出
抑
制
は
限

界
ま
で
来
て
い
る
が
、
主
に

物
件
費
の
内
、
委
託
料
と
修

繕
費
、
ま
た
補
助
費
を
中
心

に
見
直
し
た
い
。�

�

　
収
入
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

と
基
金
の
運
用
益
の
増
を
目

指
す
。

経
常
収
支
比
率
の
増
加

傾
向
と
財
政
硬
直
化

木
野
山
議
員

総
務
課
長

町　
長

　
　
　
　
　
　
決
算
審
査
意

見
書
に
要
綱
に
基
づ
か
な
い

補
助
金
交
付
が
み
ら
れ
る
と

あ
る
。
ど
う
い
っ
た
こ
と
な

の
か
。

　
　
　
　
　
消
防
団
の
県
大

会
で
の
活
動
補
助
金
を
慣
例

に
よ
り
支
出
を
行
っ
て
い
た
。

す
で
に
要
綱
を
制
定
し
た
。

補
助
事
業
の
検
証
を
行
っ
て

お
り
他
の
も
の
は
、
規
定
通

り
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
タ

ク
シ
ー
事
業
の
運
行
経
費
に

対
す
る
利
用
者
負
担
割
合
は
。

　
　
　
　
　
運
行
経
費
８
５

０
０
万
円
で
利
用
者
負
担
は

総 
務 
課

補
助
金
交
付

赤
木
議
員

総
務
課
長

ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー

藤
田
議
員

総
務
課
長

　
　
　
　
　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ

基
金
に
於
い
て
町
は
ど
の
程

度
口
出
し
が
出
来
る
の
か
。

　
支
援
決
定
が
早
す
ぎ
る
の

で
は
。

　
早
め
に
議
会
へ
相
談
出
来

な
い
の
か
。

　
ま
た
財
団
へ
議
会
か
ら
参

画
出
来
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
理
事
会
、

事
務
局
と
も
に
十
分
に
意
見

交
換
が
出
来
て
い
る
。

　
審
査
が
早
い
と
い
う
こ
と

は
な
い
。

　
一
般
財
団
法
人
で
い
く
ら

か
の
制
約
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
監
査
・
理
事
と

し
て
議
会
の
代
表
の
方
に

入
っ
て
い
た
だ
く
事
は
考
え

ら
れ
る
の
で
、
財
団
と
話
を

し
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
フ
ェ
ア
ト
ラ

ベ
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
事
業
は
、

国
際
情
勢
や
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
に
よ
り
、
予
定
よ
り
遅
れ

政
策
企
画
課

チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金

藤
田
議
員

政
策
企
画
課
長

町　
長

寄
定
議
員

て
い
る
が
、
伴
走
型
支
援
に

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
コ
ロ
ナ
禍

で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
厳
し
い

の
で
、
国
内
向
け
事
業
計
画

の
見
直
し
を
指
示
。

　
財
団
と
連
携
し
10
月
の
事

業
ス
タ
ー
ト
に
向
け
支
援
す

る
。

　
　
　
　
　
　
プ
レ
ミ
ア
ム

付
年
賀
ハ
ガ
キ
の
効
果
は
。

　
　
　
　
　
　
　
５
万
枚
作

成
。
７
５
０
０
円
相
当
の
神

石
牛
を
十
本
用
意
し
て
い
た
。

交
換
さ
れ
た
の
は
２
件
で

あ
っ
た
。

　
Ｐ
Ｒ
は
出
来
た
と
思
っ
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
町
広
報
誌
に

議
決
し
て
な
い
の
に
令
和
元

年
度
決
算
内
容
が
出
て
い
る

が
な
ぜ
か
。

政
策
企
画
課
長

年
賀
ハ
ガ
キ
の
効
果

藤
田
議
員

政
策
企
画
課
長

町
広
報
誌
の
内
容

久
保
田
議
員

　
「
こ
こ
が
腕
の
見
せ
ど
こ

ろ
、
や
り
く
り
上
手
」
な
ど

後
援
会
報
な
ら
と
も
か
く
、

公
金
で
作
っ
た
町
広
報
誌
に

こ
の
言
葉
は
い
か
が
な
も
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
少
し
で
も

早
く
情
報
公
開
を
す
る
こ
と

が
良
い
と
判
断
し
た
。

政
策
企
画
課
長

　
　
　
　
　
　
令
和
元
年
度

決
算
を
踏
ま
え
、
本
町
の
財

政
状
況
の
正
し
い
情
報
発
信

に
努
め
る
べ
き
だ
。

　
　
　
　
　
財
政
状
況
の
正

確
な
情
報
を
Ｈ
Ｐ
や
広
報
に

掲
載
し
て
い
る
。
引
き
続
き

正
確
な
情
報
発
信

寄
定
議
員

町　
長

９
月
決
算
質
疑

町民の交通手段として愛されるふれあいタクシー
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令和元年度 決算質疑
迅
速
確
実
に
情
報
提
供
し
、

町
民
と
共
有
し
な
が
ら
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
本
町
の
最
大

の
課
題
は
「
人
口
減
少
対

策
」
と
考
え
る
が
、
各
種
計

画
や
総
合
戦
略
の
実
施
に
向

け
て
の
方
針
と
決
意
は
。

　
　
　
　
　
人
口
減
少
対
策

は
第
２
期
総
合
戦
略
を
確
実

に
進
め
る
。
災
害
対
応
や
コ

ロ
ナ
対
策
を
し
っ
か
り
進
め

な
が
ら
、
総
合
戦
略
を
オ
ー

寄
定
議
員

町　
長

ル
神
石
高
原
町
と
し
て
進
め

て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
平
成
30
年
度

と
令
和
元
年
度
の
寄
附
金
額

に
差
が
あ
る
。
な
ぜ
差
が
出

た
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

小
川
善
久
議
員

「にしかわ」化石の展示

　
　
　
　
　
　

　
楽
天
と
の
連
携
協
定
で
寄

附
金
額
が
大
幅
に
増
加
し
た
。

　
平
成
30
年
度
は
サ
イ
ト
の

上
位
で
閲
覧
で
き
た
が
、
翌

年
に
な
る
と
そ
れ
が
下
が
る

仕
組
み
な
の
で
、
寄
附
金
額

が
下
が
っ
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、
返
礼
品

の
工
夫
で
金
額
が
上
が
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
納

税
は
全
体
で
は
伸
び
て
い
る

が
町
事
業
や
自
治
振
興
会
関

連
で
は
減
少
し
て
い
る
。

　
伸
び
て
い
る
と
こ
ろ
を
参

考
に
す
る
な
ど
対
応
策
を
伺

う
。

　
　
　
　
　

　
自
治
振
興
会
関
連
で
伸
び

て
い
る
の
は
、
地
域
の
出
身

者
な
ど
関
係
人
口
で
あ
る
地

域
の
応
援
者
か
ら
が
多
い
。

　
心
の
こ
も
っ
た
お
礼
産
品

な
ど
絆
の
強
化
が
必
要
だ
。

制
度
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
た

い
。 ま

ち
づ
く
り
推
進
課
長

木
野
山
議
員

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
　
　
　
　
　
ブ
ラ
イ
ダ
ル

事
業
は
成
果
が
見
ら
れ
な
い
。

抜
本
的
に
見
直
し
を
す
る
べ

き
で
は
。

　
　
　
　
　

　
今
ま
で
に
２
組
の
成
婚
が

あ
っ
た
。

　
行
政
主
導
で
は
限
界
が
あ

り
、
今
後
は
青
年
会
や
協
働

支
援
セ
ン
タ
ー
に
主
体
を
移

し
た
事
業
展
開
が
考
え
ら
れ

ブ
ラ
イ
ダ
ル
事
業

横
山
議
員

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

る
。

　
　
　
　
　
　
油
木
の
「
に

し
か
わ
」
で
、
化
石
の
整
理

を
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
が
、

将
来
こ
の
化
石
の
保
存
方
法

に
つ
い
て
、
町
と
し
て
の
考

え
は
。

　
　
　
　
　

　
現
在
60
％
く
ら
い
の
整
理

が
で
き
て
い
る
。�

　
地
域
お
こ
し
に
つ
な
が
る

化
石
の
保
存
と
活
用

横
山
議
員

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

よ
う
な
し
く
み
づ
く
り
を
隊

員
の
任
期
中
に
考
え
て
い
き

た
い
。

　
　
　
　
　
　
体
育
館
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
維
持
管
理
費
が

増
加
し
て
い
る
が
、
検
証
と

見
直
し
を
す
る
べ
き
で
は
。

　
老
朽
化
が
す
す
み
、
改
修

費
の
増
大
が
予
想
さ
れ
る
。

す
べ
て
の
施
設
を
維
持
し
て

い
く
の
は
困
難
な
状
況
に
は

な
っ
て
く
る
。

　
し
か
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
図
る
重
要
な
施
設

な
の
で
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
な

ど
も
考
慮
し
な
が
ら
計
画
に

盛
り
込
ん
で
い
く
。

　
　
　
　
　
　

妊
娠
・
出

産
・
子
育
て
支
援
を
一
体
的

に
実
施
す
る
、
子
育
て
世
代

体
育
施
設
の
今
後

横
山
議
員

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

子
育
て
応
援
課

「
に
じ
い
ろ
」の
充
実

寄
定
議
員

遊びを通して達成感や満足感を親子で共有する「わくわくランド」
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令和元年度 決算質疑
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
に
じ

い
ろ
」
の
役
割
は
重
要
だ
。

　
周
知
・
啓
発
に
努
め
、
さ

ら
な
る
充
実
を
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
昨
年
度

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
を
踏
ま
え
、
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
周

知
啓
発
に
努
め
る
。

　
来
年
４
月
か
ら
母
子
保
健

法
改
正
に
伴
い
、「
産
後
ケ

ア
事
業
」
の
一
部
が
改
正
さ

れ
る
。�

�

　
母
子
及
び
家
族
が
健
や
か

な
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
む
。

　
　
　
　
　
　
保
健
委
員
研

修
会
は
住
民
の
健
康
づ
く
り

の
意
識
啓
発
と
な
っ
て
い
る

か
。

　
　
　
　
　
　
　
保
健
委
員

さ
ん
に
健
康
意
識
を
高
め
て

も
ら
い
、
地
元
で
広
め
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

子
育
て
応
援
課
長

保
健
福
祉
課

保
健
委
員
研
修
会

小
川
善
久
議
員

保
健
福
祉
課
長

　
30
年
度
の
健
康
診
断
の
健

診
率
は
、
48
・
９
％
で
近
隣

市
町
よ
り
高
い
成
果
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
個
人
情
報
の

観
点
か
ら
健
診
表
の
取
り
ま

と
め
は
な
く
な
っ
た
。

　
地
域
の
人
員
不
足
を
考
え

る
と
、
保
健
委
員
を
選
出
す

る
こ
と
が
難
し
い
の
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
健
康
意
識

を
高
め
て
も
ら
う
に
は
、
そ

れ
を
推
進
し
て
い
た
だ
く
人

が
必
要
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
保
健
委
員
制

度
よ
り
健
康
出
前
教
室
の
方

に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
対
応
日
が

原
則
平
日
の
昼
間
と
な
っ
て

い
る
。
多
く
の
人
が
利
用
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
住
民
運
営
の

サ
ロ
ン
が
多
く
開
設
さ
れ
、

成
果
が
出
て
い
る
と
思
う
が

交
通
手
段
の
事
で
、
ま
だ
行

き
た
く
て
も
行
け
な
い
人
が

い
る
と
思
わ
れ
る
。
対
策
は
。

小
川
善
久
議
員

保
健
福
祉
課
長

小
川
善
久
議
員

保
健
福
祉
課
長

高
齢
者
サ
ロ
ン

横
山
議
員

　
　
　
　
　
　
　
サ
ロ
ン
は
、

運
営
の
担
い
手
の
確
保
と
高

齢
者
の
交
通
手
段
が
課
題
だ
。

　
介
護
予
防
に
は
不
可
欠
な

の
で
、
今
後
は
あ
ら
ゆ
る
手

段
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
令
和
元
年
度

の
決
算
状
況
か
ら
当
該
年
度

の
予
算
執
行
が
い
か
に
住
民

の
幸
福
感
に
貢
献
で
き
た
と

考
え
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
要
介
護
状

況
に
な
る
前
の
調
査
で
健
康

で
あ
る
と
回
答
さ
れ
た
方

74
・
５
％
。
幸
せ
へ
の
程
度

の
質
問
に
関
し
て
10
点
満
点

で
８
と
答
え
た
方
が
44
・

４
％
。

　
こ
の
状
況
を
他
市
町
と
比

較
し
た
と
こ
ろ　
健
康
に
つ

い
て
は
上
位
で
、
幸
せ
に
つ

い
て
は
中
程
度
と
い
う
と
こ

ろ
だ
。

保
健
福
祉
課
長

住
民
の
幸
福
感
は

林  

議
員

保
健
福
祉
課
長

　
　
　
　
　
　
移
住
者
や
ひ

と
り
親
家
庭
な
ど
に
対
す
る

定
量
的
な
事
業
効
果
を
決
算

状
況
か
ら
聞
く
。

　
　
　
　
　

総
合
戦
略
に

沿
っ
て
実
施
し
そ
れ
な
り
の

成
果
が
あ
っ
た
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
多
言
語

化
や
女
性
・
人
権
啓
発
の
理

解
の
た
め
の
研
修
会
や
ブ
ラ

イ
ダ
ル
事
業
も
行
な
っ
た
。

　
定
量
的
に
効
果
を
あ
ら
わ

し
に
く
い
。

　
　
　
　
　
　

ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
は
販
売
試
算
表
ど
お

り
売
れ
て
い
な
い
が
今
後
の

方
針
は
。

　
　
　
　
　
当
初
は
道
の
駅

で
醸
造
し
販
売
す
る
予
定
が
、

福
山
の
醸
造
所
に
製
造
委
託

多
様
な
生
き
方
へ
の

対
応

林  

議
員

町　
長

産 

業 

課

道
の
駅

久
保
田
議
員

産
業
課
長

様々な提案がされた、次世代議会

と
な
っ
た
。

　

事
業
計
画
を
見
直
し
、

ネ
ッ
ト
や
百
彩
館
な
ど
で
販

売
す
る
。

　
　
　
　
　
　
次
世
代
議
会

で
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
ト
マ
ト

久
保
田
議
員

ジ
ュ
ー
ス
が
出
る
提
案
が

あ
っ
た
が
設
置
さ
れ
た
か
。

　
　
　
　
　
準
備
は
し
て
い

る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
蛇
口
で

の
感
染
防
止
の
た
め
収
束
し

て
か
ら
設
置
す
る
。

産
業
課
長
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令和元年度 決算審査意見書（抜粋）
代表監査委員　橋本　龍之　　監査委員　橋本　輝久　

　平成31年（令和元年度）の予算編成は、災害復
旧を優先し（新庁舎建設・病院建設事業の中断）定
住促進、教育環境整備、生活環境整備　また、子
育て支援・教育支援に配慮し、予算配分した事業
推進がされた。
　実質公債費比率は、前年度の6.5％よりさらに
0.2ポイント改善し6.3％となり、昨年に引き続き
改善している。一方、経常収支比率が過去４年間
上昇し続け82.2％となり1.9ポイント増となって
いる。　
　財政硬直化がさらに進んでいることから、経常
的経費の削減に一層の努力が求められる。
　そのためには地方交付税の縮小の中、歳入の確保、歳出の縮減に努められるとともに、事業
の優先度や緊急性度を精査することにより、最小の経費で町民の皆様が「神石高原町に住んで
良かった」と実感できる行財政運営に、職員一人ひとりが強い危機感を持って職務に当たるこ
とが重要であり、基礎・基本を理解し効果的かつ効率的な業務の遂行に引き続き務められたい。

❶各種補助金交付について
　各課において補助金交付をしているが、一部要綱に基づかない交付決定・支出が見られた。
引き継ぎ事務を適正に行い、前任者等の慣例にとらわれず、条例・規則を確認の上、執務を
適正にされたい。

❷分収造林事業
　町行造林台帳整備を早急に行い、枝打ち・間伐等施業を適期に行うよう計画されたい。

❸山村活性化支援交付金事業
　道の駅さんわ182ステーション特産品開発業務は、業務委託契約により昨年度に引き続き
同業者と契約しているが、打合わせなど深くかかわり、意見交換がなされることなく工期を
迎えている。発注者として、主体性のある特産品開発事業を推進されたい。

❹指定管理料について
　各施設の指定管理料を精査して、繰越額が多額の施設は、減額を含めて交付額を見直された
い。

❺スクールバス管理運営について
　安全なスクールバス運行に向け、町有スクールバス19台の管理台帳を据え付けて修理・部
品交換など、整備状況を整理されたい。

指摘・要望事項

決算審査意見書
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山
崩
れ
発
生

予
知
施
設
の
バ
ッ
テ
リ
ー
な

ど
の
交
換
だ
が
、
な
ぜ
今
回

の
補
正
な
の
か
。
本
来
は
当

初
で
上
げ
る
べ
き
で
は
。

　
　
　
　
　
　
昨
年
の
点
検

で
は
ま
だ
使
え
る
だ
ろ
う
と

の
こ
と
だ
っ
た
が
、今
回
の

点
検
で
業
者
か
ら
の
指
摘
が

あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
山
崩
れ
発
生

予
知
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
表
示

で
き
る
か
。

　
　
　
　
　
　
今
の
と
こ
ろ

は
２
地
域
し
か
見
れ
な
い
。

県
に
要
望
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
予
算

は
、
９
月
補
正
予
算
を
合
わ

せ
、
約
13
億
４
０
０
０
万
円

で
あ
る
。
内
訳
は
、
拡
大
防

止
対
策
約
３
７
０
０
万
円
、

事
業
継
続
や
地
域
経
済
対
策

と
し
て
、約
13
億
１
０
０
０
万

円
、
医
療
等
現
状
体
制
の
確

保
対
策
に
６
０
０
万
円
だ
。

割
合
と
し
て
医
療
、
介
護
施

設
関
係
予
算
が
少
な
い
の
で

は
。

　
　
　
　
　
　

本
町
は
、医

療
、介
護
事
業
施
設
に
対
し

て
３
～
５
万
円
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
か
な
り
少
な

い
支
援
と
は
思
う
が
、広
島

県
も
同
様
な
事
業
支
援
と
し

て
、働
く
従
業
員
に
対
し
て

５
万
～
20
万
円
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　
一
定
の
支
援
は
で
き
て
い

る
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
神
龍
中
学
校

跡
地
の
二
宮
尊
徳
像
な
ど
の

構
造
物
は
ど
う
す
る
の
か
。

総 

務 

課

山
崩
れ
発
生
予
知
施
設

赤
木
議
員

総
務
課
長

林　
議
員

総
務
課
長

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
予
算

橋
本
議
員

総
務
課
長

構
造
物
の
伝
承
は

林  

議
員

９月補正予算令和２年度

2億4927万円
1886万円

2億6813万円

補正予算額

142億5375万円
48億852万円

190億6227万円

補正後予算現計

一般会計

病院事業会計

補正総額

（四捨五入）

補
正
質
疑

主な補正事業
令和２年７月豪雨災害復旧事業
・農地及び農業用施設復旧

� �� 補正額 　8874万円
・オリンピック・パラリンピック関連

　� ▲417万円
・ 英語教育（海外研修中止など） 

高校・中学合わせて　
　� ▲546万円

・林道施設災害復旧

� �� 補正額 　1300万円
・道路橋りょう災害復旧

� �� 補正額 　9853万円
・他14事業
　� 全中止事業合計 ▲1978万円

コロナ関連で中止になった事業

特別会計

補正予算質疑
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地
元
の
人
と

相
談
し
な
が
ら　

大
切
に

扱
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
町
内
事
業
所

を
継
承
し
た
場
合
、
町
外
か

ら
帰
っ
た
場
合
を
対
象
と
し

支
援
す
る
と
説
明
が
あ
っ

た
。
町
内
で
頑
張
っ
て
い
る

後
継
者
も
対
象
と
す
べ
き

だ
。

　
　
　
　
　
　
町
内
で
の
事

業
継
承
も
対
象
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ

フ
ァ
ン
ド
と
事
業
継
承
の
支

援
の
財
源
と
な
る
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
だ
が
確
実
に

入
っ
て
く
る
も
の
か
。

　
　
　
　
　
　
確
実
に
入
っ

て
く
る
も
の
で
は
な
い
が
、

町
外
の
企
業
へ
の
呼
び
か
け

や
、町
の
Ｐ
Ｒ
を
充
実
さ
せ

納
税
し
て
頂
け
る
よ
う
に
し

た
い
。

　
　
　
　
　
　
現
在
一
部
の

テ
レ
ビ
局
し
か
４
Ｋ
８
Ｋ
の

番
組
は
見
る
こ
と
が
出
来
な

い
。

　
そ
れ
の
改
善
の
た
め
か
。

　

新
規
加
入
の
引
き
込
み
・

解
約
撤
去
・
支
障
移
転
工
事

だ
。
今
後
の
計
画
と
な
る
だ

ろ
う
。

　
　
　
　
　
　

イ
ン
ト
ラ

ネ
ッ
ト
は
生
の
情
報
を
提
供

し
て
お
り
定
期
的
・
計
画
的

な
更
新
と
拡
張
整
備
が
必
要

と
思
う
が
対
応
は
。

　

平
成
15
年
に
整
備
し
た
。

役
場
本
庁
舎・支
所・小
中
学

校・保
育
所・協
働
支
援
セ
ン

タ
ー・保
健
セ
ン
タ
ー・活
性

化
情
報
セ
ン
タ
ー
・
図
書
館

を
光
ケ
ー
ブ
ル
で
結
び
行
政

情
報
・
議
会
中
継
の
提
供
を

行
っ
て
い
る
。

　
計
画
的
な
整
備
が
必
要
で

財
政
基
盤
を
固
め
今
後
に
備

え
た
い
。

　
　
　
　
　
　
イ
ン
フ
ラ
の

更
新
は
計
画
的
に
行
う
必
要

が
あ
る
。
利
用
状
況
も
調
査

し
、活
用
方
法
や
情
報
発
信

が
可
能
に
な
る
よ
う
、財
政

状
況
も
含
め
先
を
見
通
し
た

更
新
計
画
を
具
体
化
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
ホ
ー
ル
な
ど

大
型
公
共
施
設
の
感
染
対
策

は
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

の
空
調
と
大
型
施
設
で
は
ト

イ
レ
な
ど
の
ス
イ
ッ
チ
レ
ス

化
を
考
え
て
い
る
。

総
務
課
長

政
策
企
画
課

事
業
継
承
の
支
援
事
業

久
保
田
議
員

政
策
企
画
課
長

財
源
の
確
保
は

赤
木
議
員

政
策
企
画
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

か
が
や
き
ネ
ッ
ト 

ケ
ー
ブ
ル
張
替
え
工
事

小
川
善
久
議
員

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
整
備

木
野
山
議
員

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

町　
長

大
型
公
共
施
設
の

感
染
対
策
は

木
野
山
議
員

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
　
　
　
　
　
神
龍
湖
の
ご

み
処
理
は
、
上
流
で
食
い
止

め
る
対
策
や
不
法
投
棄
防
止

な
ど
抜
本
的
対
策
が
必
要
で

は
。

　
　
　
　
　
　
不
法
投
棄
の

ご
み
が
豪
雨
に
よ
り
流
入
し

環
境
衛
生
課

環
境
美
化
推
進
事
業

寄
定
議
員

環
境
衛
生
課
長

た
も
の
を
流
木
な
ど
と
あ
わ

せ
て
処
理
す
る
。

　

抜
本
的
な
対
策
や
、上
流

部
で
ご
み
を
食
い
止
め
る
対

策
は
重
要
。
不
法
投
棄
の
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
な
ど
、

環
境
美
化
活
動
に
取
り
組
む
。

産 

業 

課

油
木
百
彩
館
の
今
後

神石高原町の宝、帝釈峡神龍湖の美化を

　
　
　
　
　
　
百
彩
館
の
老

朽
化
に
伴
う
、修
繕
計
画
は
。

　
　
　
　
　
　
計
画
は
立
て

て
い
な
い
が
、今
後
の
運
営

計
画
に
よ
っ
て
は
、大
規
模
な

修
繕
も
必
要
に
な
っ
て
く

る
。

　
油
木
地
域
で
大
切
な
拠
点

な
の
で
地
域
に
合
う
施
設
に

し
て
い
き
た
い
。

横
山
議
員

副
町
長

補正予算質疑
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主なもの

主に災害復旧とコロナ対応交付金の認定

神石へき地診療所設置

７月31日

８月20日

・コミュニティ施設等管理運営

���　　�� 　3640万円
　�利用者の安全安心のためエアコン設置や
トイレ改修

補正額

・学校再開に伴う感染症対策

���　　�� 　1694万円
　�換気対策のため、網戸の設置　スポット
エアコン　ジェットヒーターの配備

補正額

・新生児臨時特別給付

�　　　�� 　300万円
　�基準日の翌日以降に生まれた新生児に特
別定額給付金の支給

補正額

・災害復旧

�　　　�� 　3050万円
　�令和２年７月豪雨災害の道路橋りょう・
農地・林道などの復旧

補正額

補正額 総額3億268万円 140億449万円

　神石地区の医療を継続的に維持していくため、鈴木クリニックを町が取得
　医療は引き続き鈴木医師が行われる

��� 　2156万6千円取得価格

・神石高原町立神石へき地診療所設置及び管理条例の制定
・町が取得するための売買契約の締結

①土地　　所在　神石高原町福永1439番８　他２筆
　　　　　地積　1,050.30㎡
②建物　　所在　神石高原町福永1441番地２
　　　　　種別　木造２階建て　
　　　　　建 築 面 積　334.60㎡
　　　　　延べ床面積　597.27㎡
　　　　　棟数　　　　３棟
相手方　神石高原町福永1441番地２
　　　　鈴木　强

9月議会で認定 指定管理者の指定
施設の名称　神石高原町立神石へき地診療所
指定管理者　鈴木クリニック　鈴木　强
指 定 期 間　令和２年10月１日～令和４年３月31日

財産の取得

一般会計補正予算

鈴木クリニックの待合室

臨時議会
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議員賛否表 ○＝賛成　×＝反対　欠…欠席

議　　　案　　　名
寄
定　
秀
幸

藤
田　
晃
己

木
野
山
孝
志

小
川　
清
治

久
保
田
龍
泉

橋
本　
輝
久

横
山　
素
子

赤
木　
俊
二

林　
　
憲
志

小
川　
善
久

松
本
議
長

議員の定数を定める条例の一部を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ―
議会委員会条例の一部を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ―
� その他は全員が賛成　議長は採決に加わらない

議
員
発
議

・�議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部

「
12
人
」を「
10
人
」に
改
め
る

�

提
出
者　
　
寄
定　
秀
幸

�

賛
成
者　
　
橋
本　
輝
久

・�災
害
時
に
お
け
る
議
会
及
び
議
員
の

基
本
的
な
対
応
に
つ
い
て
の
指
針

�

提
出
者　
　
寄
定　
秀
幸

�

賛
成
者　
　
橋
本　
輝
久

・�議
員
定
数
の
削
減
に
伴
い
、総
務
文
教

常
任
委
員
会
及
び
産
業
建
設
常
任
委

員
会
の
定
数
を
５
人
と
す
る

�

提
出
者　
　
寄
定　
秀
幸

�

賛
成
者　
　
橋
本　
輝
久

提
案
理
由（
抜
粋
）　
議
員
定
数
等
調
査
特
別
委
員

会
に
お
い
て
次
期
改
選
時
の
定
数
に
つ
い
て
の
委

員
の
多
数
決
に
よ
る
最
終
的
な
確
認
を
と
り
、現
状

維
持
の
定
数
12
人
が
4
人
、定
数
10
人
が
7
人
と
い

う
結
果
か
ら
、委
員
会
と
し
て
定
数
を
10
人
と
し
、

本
会
議
に
本
条
例
案
を
上
程
し
た
。

神
石
高
原
町
議
会
の
議
員

の
定
数
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正

議
会
基
本
条
例
の

一
部
を
改
正

議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正

議
員
定
数

　
12
人
か
ら
10
人
へ

　
町
政
に
対
す
る
住
民
の

代
表
と
し
て
、
議
員
定
数

の
確
保
、
議
員
の
質
の
向

上
が
喫
緊
の
課
題
だ
。

　
選
挙
前
に
定
数
の
削
減

を
行
う
こ
と
は
暴
挙
で
あ

り
断
固
反
対
を
す
る
。

　
議
員
全
員
の
特
別
委
員

会
の
意
見
を
尊
重
す
る
べ

き
。

　
定
数
削
減
は
議
会
の
機

能
充
実
や
存
在
感
、
ま
た

信
頼
さ
れ
、
住
民
の
負
託

に
答
え
る
議
会
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
議
員
の
自
覚

と
資
質
向
上
も
踏
ま
え
、

将
来
を
見
越
し
た
結
果
だ
。

林　
憲
志
議
員

反
対
討
論

橋
本
輝
久
議
員

賛
成
討
論

全会
一致

賛成
多数

議員発議
賛成 ８人反対 ２人

13　神石高原町議会だより  №64　2020.10.15



町の指定管理となる鈴木クリニックの診察室

�

町
と
指
定
管
理
者
と
の

契
約
内
容
は
。

	

町
長
　
指
定
管
理
者
は

鈴
木
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
指

定
管
理
料
は
０
円
。�

�

０
円
は
お
か
し
い
。
ど

の
町
有
施
設
も
指
定
管

理
料
を
出
し
て
い
る
。

	

保
健
福
祉
課
長
　
医
療

収
入
が
あ
る
の
で
、と

り
あ
え
ず
０
円
だ
が
、政
策

医
療
交
付
金
の
中
で
指
定
管

理
料
も
含
め
て
調
整
中
だ
。

�

へ
き
地
診
療
所
の
施
設

修
繕
費
や
備
品
の
負
担

問答問答問

割
合
は
。

	

保
健
福
祉
課
長
　
町
立

病
院
と
は
規
模
が
違
う

の
で
、修
繕
費
は
低
め
に
考

え
て
い
る
。
備
品
は
指
定
管

理
者
の
所
有
で
あ
る
。

�

陽
正
会
へ
は
政
策
医
療

交
付
金
の
う
ち
医
業
収

益
１
％
を
病
院
職
員
に
還
元

し
て
い
る
。
へ
き
地
診
療
所

職
員
へ
の
還
元
は
し
な
い
の

か
。

	
保
健
福
祉
課
長
　
町
立

病
院
と
同
じ
よ
う
に
医

業
収
益
１
％
を
職
員
に
還
元

も
含
め
て
協
議
す
る
。

�

訪
問
診
療
や
訪
問
看
護

の
移
動
補
助
は
。

	

保
健
福
祉
課
長
　
政
策

医
療
交
付
金
に
入
れ
る

よ
う
協
議
す
る
。

�

ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
は
、

病
院
へ
は
６
０
０
円
に

答問答問答問

町立神石へき地診療所の
協定内容は問

町
長 現在協議中答

久保田　龍泉  議員

見
直
す
べ
き
で
は
。

	

副
町
長
　
通
院
や
他
の

用
事
と
の
区
分
け
が
難

し
い
。

　
病
院
だ
け
料
金
を
据
え
置

い
た
場
合
、財
政
負
担
は
ど

う
か
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

�

財
団
の
事
務
所
運
営
費

は
寄
附
金
を
充
て
る
と

言
わ
れ
る
が
、
今
年
度
い
く

ら
寄
附
が
あ
っ
た
の
か
。

	

政
策
企
画
課
長
　
現
在

ま
で
約
３
０
０
万
円

�

運
営
経
費
は
毎
年
１
１

０
０
万
円
程
度
予
算
化

し
て
い
る
。
寄
附
が
集
ま
ら

な
け
れ
ば
町
費
が
必
要
だ
。

や
め
た
ら
ど
う
か
。

	

政
策
企
画
課
長
　
こ
れ

ま
で
の
寄
附
金
が
あ
り
、

町
か
ら
の
支
出
が
な
い
よ
う

答チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金

問答問答

財
団
が
運
営
す
る
。

�

財
団
は
外
殻
的
に
設
置

す
る
こ
と
で
事
業
運
営

に
対
す
る
責
任
の
所
在
を
明

確
に
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
、
ど
の
よ
う
に
明
確
に
さ

れ
て
い
る
か
。

	

政
策
企
画
課
長
　
町
か

ら
財
団
に
貸
し
た
金
は

７
月
で
９
０
０
０
万
円
に
な

問答

る
。
民
間
の
方
に
役
員
に

入
っ
て
も
ら
い
、民
間
の
意

見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
責

任
の
所
在
が
明
確
に
な
る
。

そ
の
他
の
質
問

道
の
駅
に
つ
い
て

学
校
給
食
費

一
般
質
問

町
政
の

を
聞
く

コ
コ

質
疑
の
一
部
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す

全
文
に
つ
い
て
は
順
次
更
新
し
ま
す
の
で
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
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木野山　孝志  議員

�

本
年
度
の
学
力
・
学
習

状
況
調
査
は
中
止
と

な
っ
た
が
昨
年
判
明
し
た
次

の
課
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ま
れ
た
か
。

「
算
数
・
数
学
」

○�

必
要
な
デ
ー
タ
を
収
集
分

析
し
課
題
を
解
決
す
る
事
。

○�
数
学
的
表
現
を
用
い
て
表

現
す
る
こ
と
。

「
英
語
」　

○�

全
国
・
県
平
均
を
下
回
っ

た
。

○�

あ
ら
す
じ
を
理
解
し
、
肯

定
文
や
否
定
文
を
正
確
に

書
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

	

教
育
長

「
算
数・数
学
」

　
小
学
校
で
は
情
報
過
多
の

問
題
や
複
数
の
考
え
方
が
で

き
る
問
題
を
扱
い
、ペ
ア

問答

	

教
育
長
　
本
町
は
広
域

で
あ
り
一
か
所
に
限
定

す
る
と
保
護
者
の
負
担
も
大

き
い
。
現
時
点
で
は
そ
の
考

え
は
持
っ
て
い
な
い
。

	

町
長
　
中
学
校
レ
ベ
ル

で
の
塾
は
民
間
を
利
用

さ
れ
た
ら
良
い
と
思
う
。

�

「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ

く
り
」
と
言
わ
れ
る
。

特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
中

に
あ
っ
て
、
学
校
教
育
の
充

実
に
包
含
さ
れ
る
各
施
策
は

本
町
の
信
頼
に
繋
が
る
。

　
教
育
委
員
会
の
役
割
は
。

	

教
育
長
　
子
供
た
ち
が

健
や
か
に
育
ち
、活
力

あ
る
社
会
の
形
成
者
と
し
て

生
涯
に
わ
た
る
学
習
の
基
礎

を
培
い
、豊
か
な
心
を
持
ち
、

た
く
ま
し
く
生
き
る
人
材
を

育
成
す
る
た
め
に
は
、教
育

の
果
た
す
役
割
は
極
め
て
重

要
だ
。
教
育
に
お
け
る「
不

易
と
流
行
」を
確
実
に
見
極

め
つ
つ
様
々
な
施
策
を
講
じ
、

答答学
校
教
育
の
充
実
と

ま
ち
づ
く
り

問答

ト
ー
ク
や
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク

を
取
り
入
れ
説
明
や
理
解
が

で
き
る
授
業
を
展
開
し
て
い

る
。

　

中
学
校
で
は
、必
要
な
情

報
を
収
集
、整
理
分
析
し
教

科
用
語
を
用
い
て
の
説
明
が

で
き
る
よ
う
論
議
場
面
を
取

り
入
れ
、深
い
学
び
と
な
る

よ
う
授
業
展
開
し
て
い
る
。

「
英
語
」

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
目
的
や
場
所
を
明
確
に

し
、対
話
的
な
学
び
に
繋
げ

て
い
る
。
単
元
テ
ス
ト
の
誤

答
や
つ
ま
ず
き
を
把
握
し
再

指
導
に
生
か
し
て
い
る
。
意

図
的
学
習
班
を
編
成
し
個
人

思
考
を
深
め
る
な
ど
課
題
解

決
に
努
め
て
い
る
。

　
各
学
校
で
も
課
題
解
決
に

向
け
独
自
の
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
る
。

�

油
木
高
校
の
「
は
や
ぶ

さ
塾
」
は
大
き
な
成
果

が
上
が
っ
て
い
る
。
信
頼
さ

れ
る
本
町
の
教
育
を
確
立
す

る
た
め
中
学
校
レ
ベ
ル
で
、

英
語
も
含
め
「
公
営
塾
」
を

町
立
で
開
設
し
た
ら
ど
う
か
。

問

問 学力状況調査で判明した
課題への取り組みは

教
育
長

各学校でも独自の取り組みを展開答

油木高校の「はやぶさ塾」

子
育
て
を
し
た
い
と
思
え
る

安
心
安
全
で
魅
力
あ
る
質
の

高
い
「
教
育
環
境
整
備
」
が

必
要
だ
が
ど
う
思
う
か
。

	

教
育
長
　
子
育
て
と
ま

ち
づ
く
り
は
密
接
に
関

連
し
て
い
る
の
で
そ
れ
ら
を

併
せ
て
様
々
な
方
面
で
協
議

を
し
て
い
き
た
い
。

答

「
未
来
を
拓
く
人
と
、文
化

の
創
造
」故
郷
を
愛
す
る
人

材
の
育
成
を
目
指
し
て
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、

教
育
委
員
会
に
託
さ
れ
た
役

割
だ
と
考
え
て
い
る
。

�

町
教
育
行
政
は
、
町
内

外
の
若
者
が
こ
の
地
で

問

一般質問
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寄定　秀幸  議員

�

道
路
の
舗
装
工
事
や
修

繕
工
事
な
ど
短
期
で
行

え
る
事
業
に
お
い
て
も
、
平

準
化
を
踏
ま
え
年
間
を
通
し

必
要
に
応
じ
て
事
業
を
進
め

ら
れ
る
体
制
を
整
え
て
お
く

こ
と
は
、
地
域
住
民
の
安
全

を
守
る
上
で
大
切
で
あ
る
。

公
共
工
事
の
平
準
化
へ
の
取

り
組
み
は
。

	

町
長
　
年
度
早
期
の
発

注
や
、速
や
か
な
繰
越

な
ど
の
手
続
き
に
よ
り
平
準

化
に
努
め
て
い
る
が
、こ
こ

数
年
は
災
害
復
旧
工
事
を
最

優
先
し
取
り
組
む
た
め
、建

設
業
者
の
状
況
を
考
慮
し
な

が
ら
単
町
の
維
持
修
繕
工
事

な
ど
の
発
注
を
行
っ
て
い
る
。

問答

　
今
後
は
生
活
イ
ン
フ
ラ
に

関
す
る
工
事
や
修
繕
等
の
導

入
に
つ
い
て
、手
法
や
課
題

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

�

防
災
・
減
災
、
国
土
強

靱
化
の
観
点
か
ら
、
イ

ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
と
し

て
、
予
防
保
全
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
取
り
組
み

と
今
後
の
方
針
は
。

	

町
長
　
予
防
保
全
は
非

常
に
重
要
で
あ
る
。
国

土
強
靱
化
地
域
計
画
の
策
定

は
、県
内
市
町
で
２
番
目
の

速
さ
で
取
り
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
た
。
国
土
強
靱
化
地

域
計
画
は
、本
町
の
防
災
・

減
災
に
係
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
と
な
る
。
こ
の
プ
ラ
ン
の

方
向
性
に
基
づ
き
、各
分
野

毎
に
長
寿
命
化
に
係
る
修
繕

計
画
な
ど
個
別
計
画
を
策
定

し
、予
防
保
全
に
努
め
た
い
。

　
道
路
イ
ン
フ
ラ
に
お
い
て

重
要
な
橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル
に

つ
い
て
は
、高
度
成
長
期
に

作
ら
れ
た
も
の
が
多
く
、定

期
的
に
調
査
し
修
繕
す
る
予

防
保
全
を
行
う
こ
と
が
長
寿

命
化
を
図
り
、ま
た
財
政
の

問答

問
町
長 生活インフラ整備にも検討答

安
定
化
な
ど
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

�

長
寿
命
化
、
予
防
保
全

の
具
体
的
取
り
組
み
は
。

	

建
設
課
長
　
橋
梁
の
点

検
数
は
４
２
３
橋
。
健

全
度
３
の
早
期
措
置
段
階
の

橋
が
あ
る
。

　
橋
梁
の
修
繕
に
よ
り
60
年

間
で
25
億
円
、37
％
の
コ
ス

ト
縮
減
に
つ
な
が
る
。
国
の

補
助
を
活
用
し
計
画
的
に
速

や
か
に
行
っ
て
い
く
。

問答

�

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
は
、
財
政

健
全
化
を
維
持
し
な
が
ら
も

積
極
的
な
町
政
運
営
が
重
要

で
は
。

	

町
長
　
就
任
以
来
、持

続
可
能
な
行
財
政
運
営

を
念
頭
に
、町
政
運
営
に
努

め
て
き
た
。
交
付
税
が
減
る

中
で
、町
の
貯
金
に
な
る
基

金
は
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
、借
金

は
減
ら
す
こ
と
が
出
来
た
。

対
す
る
事
業
は
、総
合
戦
略

に
沿
っ
て
計
画
的
に
行
っ
て

問答

き
た
。

　
人
と
自
然
が
輝
く
神
石
高

原
町
が
こ
れ
か
ら
も
、輝
き

続
け
る
た
め
に
は
、町
民
が

納
得
で
き
る
行
政
運
営
が
一

層
大
切
で
あ
る
と
思
う
。

　
町
民
の
意
見
に
耳
を
傾
け

何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
を

把
握
し
た
上
で
、将
来
に
わ

た
っ
て「
安
心
と
安
定
」し

た
神
石
高
原
町
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。

公共工事の平準化への取り組みは

橋梁などは定期的な調査・修繕が長寿命化に繋がる

一般質問
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小川　善久  議員

�

財
団
は
、
事
務
局
の
運

営
費
を
町
の
補
助
金
だ

け
に
頼
ら
ず
、
独
自
で
調
達

す
る
努
力
は
行
わ
れ
る
か
。

	

町
長
　
自
己
資
金
確
保

の
た
め
、町
内
の
法
人

会
や
金
融
機
関
を
定
期
的
に

訪
問
し
、休
眠
預
金
申
請
や

公
益
化
へ
の
取
組
も
進
め
て

い
る
。

�

財
団
法
人
の
事
務
局
体

制
に
変
化
が
あ
っ
た
か
。

	

町
長
　
本
年
度
か
ら
２

人
の
町
民
に
入
っ
て
頂

き
、
現
在
、
３
人
体
制
で

行
っ
て
い
る
。

�

給
与
手
当
な
ど
経
常
費

用
が
増
加
す
る
と
思
わ

れ
る
。
人
件
費
は
い
く
ら
増

問答問答問

�

メ
リ
ッ
ト
も
な
い
の
に

説
明
だ
け
で
、
お
金
が

集
ま
る
の
か
。

	

政
策
企
画
課
長
　
メ
リ

ッ
ト
も
な
い
の
に
資
金

が
集
ま
る
と
は
思
っ
て
な
い
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
や
、

一
般
の
ふ
る
さ
と
納
税
、休

眠
預
金
と
い
っ
た
も
の
を
活

用
し
、資
金
の
獲
得
を
計
画

さ
れ
て
い
る
。

�

定
款
に
は
産
業
の
振
興

及
び
地
域
の
に
ぎ
わ
い

の
創
出
に
関
す
る
情
報
提
供
、

普
及
・
啓
発
に
係
わ
る
事
業

と
あ
る
。
財
団
自
身
が
講
師

を
呼
び
、
講
演
会
を
企
画
・

運
営
す
れ
ば
よ
り
能
動
的
な

資
金
確
保
と
な
る
の
で
は
。

	

町
長
　
財
団
に
係
わ
っ

て
い
る
メ
ン
バ
ー
は
全

国
的
に
す
ご
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
持
っ
て
い
る
。
講
師
も

素
晴
ら
し
い
人
を
呼
ぶ
こ
と

が
出
来
る
と
思
う
の
で
、提

案
し
た
い
。

�

事
前
で
も
事
後
で
も
構

わ
な
い
が
、
公
開
で
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
発
表
さ
せ

問答問答問

え
、
こ
れ
も
町
が
補
助
す
る

の
か
。

	

政
策
企
画
課
長
　
当
初

予
算
の
通
り
運
営
費
の

補
助
金
を
出
す
予
定
は
な
い
。

　
１
人
役
の
業
務
を
３
人
で

や
る
の
で
、全
体
で
は
増
え

る
と
思
わ
れ
る
が
、予
算
上

で
は
、昨
年
ま
で
事
務
局
を

や
ら
れ
て
い
た
人
の
給
与
を

減
ら
し
、そ
の
分
を
２
人
の

人
件
費
に
す
る
。

　
昨
年
と
同
等
の
人
件
費
で

抑
え
ら
れ
る
予
定
だ
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
月
２
、３
回

東
京
か
ら
来
る
予
定
を
リ

モ
ー
ト
で
や
り
、現
在
ま
で

そ
の
費
用
も
掛
か
っ
て
い

な
い
。

�

法
人
会
や
金
融
機
関
に

対
し
、
何
を
提
案
し
て

資
金
獲
得
を
し
て
い
る
か
。

	

政
策
企
画
課
長
　
財
団

法
人
の
決
算
の
状
況
や

資
金
を
出
資
し
た
事
業
者
の

説
明
を
し
な
が
ら
、か
か
る

経
費
に
対
し
、お
願
い
を
し

て
い
る
状
況
だ
。

答問答

問
町
長補助金に頼らない資金の確保をする答

で
頑
張
っ
て
い
る
。
そ
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
中
間
報
告

の
よ
う
な
形
で
、発
表
さ
せ

る
場
を
設
け
る
よ
う
提
案
し

た
い
。

る
こ
と
は
、
町
民
か
ら
理

解
・
共
感
を
得
ら
れ
る
の
で

は
。

	

町
長
　
出
資
を
し
て
い

る
８
事
業
者
は
、必
死

答

チャレンジファンドの運営費は

チャレンジファンドを活用してできた、新しいお酒「浄酎」

一般質問
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林　憲志  議員

�
コ
ロ
ナ
禍
の
介
護
事
業

所
の
対
応
や
医
療
と
の

連
携
は
。

	

町
長
　
医
師
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
関
係
者
行
政

機
関
な
ど
関
係
機
関
が
連
携

し
、十
分
な
感
染
防
止
対
策

の
確
保
を
図
る
た
め
、調
整

本
部
を
設
置
、情
報
共
有
や

ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
場

合
の
対
応
な
ど
確
認
し
た
。

�

本
町
の
雇
用
を
支
え
る

工
場
な
ど
事
業
所
の
状

態
を
ど
う
捉
え
支
援
を
考
え

て
い
る
か
。

問答事
業
所
へ
の
支
援

問

	

町
長
　
国
の
交
付
金
を

利
用
し
、直
接
的
な
支

援
策
と
し
て
小
規
模
事
業
者

へ
の
支
援
を
実
施
。
９
月
１

日
現
在　
２
１
２
件
７
４
９

４
万
円
余
り
給
付
し
た
。
申

請
時
に
当
該
事
業
所
の
状
況

の
聞
き
取
り
を
行
い
、内
容

を
詳
細
に
分
析
。
必
要
が
あ

れ
ば
、追
加
支
援
策
を
検
討

す
る
。

�

防
疫
目
的
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
体
制
整
備
を

	

町
長
　
県
で
は
、感
染

リ
ス
ク
の
低
い
唾
液
検

体
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
で

き
る
体
制
の
整
備
や
、か
か

り
つ
け
医
な
ど
の
判
断
に
よ

り
迅
速
に
検
体
採
取
す
る
医

療
機
関
の
大
幅
な
増
大
を
考

え
て
い
る
。

　
８
月
20
日
時
点
で
県
内
６

７
３
の
医
療
機
関
に
お
い
て

整
備
中
で
あ
る
が
、町
内
で

出
来
る
よ
う
に
な
る
か
は
風

評
被
害
な
ど
の
危
惧
が
あ
り

今
時
点
で
公
表
で
き
な
い
。

答問答

町
長 調整本部を設置し連携を確認答

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

接
触
確
認
ア
プ
リ
の
普

及
拡
大
を
。

	

町
長
　
ア
プ
リ
や
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
登
録
す
る
こ

と
で
陽
性
者
と
接
触
し
た
可

能
性
が
分
か
り
、検
査
の
受

診
な
ど
保
健
所
の
サ
ポ
ー
ト

を
早
く
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
利
用
者
が
増
え
る
こ
と

で
、感
染
拡
大
の
防
止
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
周

知
し
て
い
く
。

問答

�

コ
ロ
ナ
禍
の
国
民
健
康

保
険
の
減
免
制
度
が
あ

る
が
あ
ま
り
広
く
知
ら
れ
て

い
な
い
。
周
知
の
徹
底
を
。

	

町
長
　
現
在
１
３
１
４

世
帯
中
７
件
の
申
請
が

あ
る
。
制
度
の
周
知
に
つ
い

て
は
、現
在
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
誌
な
ど
で
行
い
個

別
に
は
、６
月
に
発
送
し
た

納
税
通
知
書
に
お
知
ら
せ
を

同
封
し
周
知
を
図
っ
た
。
窓

口
や
電
話
な
ど
で
納
付
の
相

談
が
あ
っ
た
際
は
、コ
ロ
ナ

問答

禍
に
よ
る
減
免
制
度
の
説
明

を
行
い
、該
当
さ
れ
な
い
方

に
対
し
て
も
猶
予
制
度
な
ど
、

他
の
制
度
の
説
明
も
行
っ
て

い
る
。

�

取
り
組
み
の
進
捗
は
。

	

教
育
長
　「
社
会
に
開

か
れ
た
教
育
課
程
」の

実
現
に
向
け
て
、ま
ず
は
保

護
者
や
地
域
住
民
の
方
と
の

情
報
や
課
題
を
共
有
し「
こ

れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
子

供
た
ち
の
た
め
に
」と
い
う

共
通
の
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を

設
定
し
、同
じ
思
い
で
日
々

の
教
育
活
動
を
推
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
現
在
、令

和
３
年
度
か
ら
の
実
施
に
向

け
て
、「
学
校
運
営
協
議
会

規
則
」の
策
定
を
進
め
て
い

る
。 コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル

問答

問 コロナ禍の介護・医療との連携は

一般質問
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赤木　俊二  議員

	

近
年
、
一
般
会
計
で
１

０
０
億
円
を
超
え
る
予

算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

長
期
的
に
は
歳
入
は
減
少
傾

向
に
あ
る
。

　
交
付
税
や
基
金
は
減
り
、

起
債
は
増
え
て
い
る
こ
と
に

対
し
将
来
を
不
安
視
す
る
町

民
の
声
も
聞
く
。
今
後
の
行

財
政
運
営
を
ど
う
考
え
、
ど

う
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

	

町
長
　
庁
舎
・
病
院
や

保
育
所
な
ど
、大
き
な

投
資
を
必
要
と
す
る
事
業
が

あ
り
、災
害
復
旧
な
ど
も
大

き
な
決
算
と
な
る
。

　

基
金
の
減
少
は
、今
後
の

財
政
運
営
を
有
利
に
進
め
る

目
的
で
９
億
円
の
繰
り
上
げ

償
還
を
行
っ
た
こ
と
が
要
因

問答

	

乳
幼
児
に
ス
マ
ホ
を
渡

し
て
ア
プ
リ
で
遊
ば
せ

た
り
、
ア
ニ
メ
動
画
を
見
せ

た
り
し
て
子
供
を
放
っ
て
お

く
ケ
ー
ス
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
ス
マ
ホ
に
子
守
を
さ

せ
る
こ
と
に
対
し
て
、
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
様
々
な
意
見
が
あ
る
。
町

は
こ
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
か
。

	

町
長
　
日
本
小
児
科
医

会
の
子
ど
も
と
メ
デ
ィ

ア
委
員
会
で
は
、す
べ
て
の

メ
デ
ィ
ア
へ
接
触
す
る
総
時

間
を
基
本
的
に「
２
時
間
以

内
」を「
目
安
」と
し
て
生
活

の
中
に
取
り
入
れ
て
ほ
し
い

と
提
言
さ
れ
、多
く
の
文
献

で
、ス
マ
ホ
に
疑
問
を
持
っ

て
い
る
内
容
の
報
道
が
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
。

町
の
乳
児
健
診
に
来
て
い
た

だ
い
て
い
る
小
児
科
の
先
生

か
ら
、２
歳
ま
で
の
子
供
に

は
刺
激
が
強
く
一
方
向
の
ス

マ
ホ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
よ
り
、

ス
マ
ホ
子
守

問答

だ
。

　

毎
年
、公
債
費
が
減
り
支

払
う
必
要
が
な
く
な
っ
た
利

子
や
交
付
税
参
入
額
を
併
せ

て
５
３
０
０
万
円
が
効
果
額

と
な
り
、財
政
メ
リ
ッ
ト
は

大
き
い
。

　

使
途
に
制
限
が
な
い「
財

政
調
整
基
金
」は
、令
和
元

年
度
決
算
で
47
億
３
３
０
０

万
円
と
平
成
28
年
度
と
比
較

し
て
５
０
０
万
円
余
り
増
え

た
。
こ
の
６
月
に
は
決
算
剰

余
金
を
も
と
に
基
金
の
積
み

増
し
し
、現
在
は
50
億
円
を

超
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、歳
入
が
減
り
続

け
る
。
そ
れ
を
補
う
た
め
基

金
と
有
利
な
起
債
を
活
用
し

て
い
く
。
歳
入
に
見
合
う
歳

出
が
基
本
だ
が
大
型
事
業
が

続
く
こ
こ
２
～
３
年
は
、出

来
る
だ
け
無
駄
を
省
き
つ
つ
、

基
金
な
ど
を
有
効
に
活
用
し

て
い
く
。

　

ま
た
、総
合
戦
略
を
確
実

に
行
っ
て
い
く
た
め
優
先
順

位
を
決
め
て
し
っ
か
り
と
取

り
組
む
。

問 今後の行財政運営は
町
長優先順位を決めて取り組む答

親子のふれあいがあるブックスタート

ホ
を
見
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん

と
は
言
え
な
い
が
、ス
マ
ホ

を
長
時
間
み
る
事
で
の
リ
ス

ク
な
ど
に
つ
い
て
、乳
幼
児

を
お
持
ち
の
保
護
者
の
方
へ

伝
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

絵
本
な
ど
親
か
ら
の
双
方
向

性
の
あ
る
関
わ
り
が
好
ま
し

い
と
聞
い
て
い
る
。

	

子
育
て
応
援
課
長
　

個
々
の
家
庭
で
状
況
は

違
う
の
で
、一
概
に
子
供
に

悪
影
響
を
与
え
る
の
で
ス
マ

答

一般質問
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横山　素子  議員

�
８
つ
の
挑
戦
の
う
ち
挑

戦
１
に
掲
げ
た
超
高
付

加
価
値
農
業
振
興
に
お
い
て
、

Ｊ
Ｉ
Ｎ
プ
レ
ミ
ア
ム
ブ
ラ
ン

ド
と
い
う
町
独
自
の
ブ
ラ
ン

ド
の
立
ち
上
げ
、
都
市
部
へ

の
販
売
戦
略
、
産
直
市
場
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
多
く
の

事
業
を
こ
の
４
年
間
で
取
り

組
ん
で
来
ら
れ
た
。

　
そ
の
成
果
と
今
後
の
展
望

を
伺
う
。

	

町
長
　
成
果
は
今
後
何

年
か
に
わ
た
っ
て
現
れ

て
く
る
も
の
と
思
う
。
農
業

生
産
者
が
良
い
も
の
を
作
れ

ば
、確
実
に
高
く
売
れ
る
と

い
う
所
得
向
上
に
繋
が
る
仕

組
み
作
り
が
で
き
、挑
戦
す

れ
ば
結
果
が
生
ま
れ
る
と
い

う
ま
ち
づ
く
り
の
一
端
は
で

き
た
。

問答

　

こ
れ
か
ら
も
、地
域
資
源

を
生
か
し
た
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

�

新
た
な
町
の
特
産
品
と

し
て
、
米
・
ト
マ
ト
・

シ
ョ
ウ
ガ
を
使
っ
て
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
が
作
ら
れ
た
。

　
販
売
状
況
は
。

	

産
業
課
長
　
今
現
在
で
、

米
は
２
５
３
本
、ト
マ

ト
は
１
７
４
本
、シ
ョ
ウ
ガ

は
１
９
８
本
だ
。

　
目
標
に
は
ま
だ
ま
だ
達
し

な
い
が
、今
後
販
売
に
力
を

入
れ
て
い
く
。

�
百
彩
館
は
、
道
の
駅
と

統
合
さ
れ
た
が
、
客
数

は
減
り
売
り
上
げ
も
減
少
し

て
い
る
。
存
続
の
為
に
町
と

し
て
の
対
策
は
。

	

町
長
　
産
直
市
場
の

ニ
ー
ズ
が
時
代
の
流
れ

と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
る
。

　
百
彩
館
は
油
木
地
域
の
重

要
な
施
設
と
し
て
、存
続
さ

せ
る
事
を
今
後
考
え
て
い
く
。

問答問答

�

空
き
家
を
宿
泊
施
設
に

改
修
し
、本
町
へ
の
旅

行
客
数
の
増
加
と
、関
係
人

口
を
増
や
す
目
的
の
計
画
に

対
し
て
の
支
援
は
、当
初
よ

り
計
画
が
遅
れ
て
お
り
内
容

も
変
わ
っ
て
い
る
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
こ
の
先
も
見
通
し

が
立
た
な
い
状
況
だ
。

　
こ
の
ま
ま
遂
行
す
る
の
か
。

こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金
は
、

起
業
家
を
支
援
す
る
制
度
だ

が
、
仕
組
み
や
、
や
り
方
に

課
題
が
見
ら
れ
る
。
再
検
討

は
。

	

町
長
　
計
画
は
延
び
て

い
る
が
、空
き
家
改
修

は
終
わ
り
10
月
に
オ
ー
プ
ン

す
る
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
時
代
の

趨す
う
せ
い勢だ
。間
違
い
な
い
。

　
そ
の
波
が
本
町
へ
本
格
的

に
押
し
寄
せ
て
く
る
き
っ
か

け
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金

問答

	

政
策
企
画
課
長
　
事
業

計
画
の
見
直
し
を
し
て

い
る
。

　
２
０
２
２
年
ま
で
は
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
も
良
く
な
る
と
思

え
な
い
の
で
、当
面
は
国
内

の
観
光
客
を
対
象
に
し
、今

後
の
動
向
を
見
な
が
ら
、当

初
の
計
画
を
遂
行
し
て
い
く
。

答

�

新
庁
舎
や
病
院
が
完
成

し
た
後
の
跡
地
利
用
の

計
画
は
。

	

町
長
　
こ
ば
た
け
保
育

所
建
設
検
討
委
員
会
で

保
育
所
の
建
設
位
置
に
つ
い

て
の
答
申
も
頂
い
て
い
る
の

で
、そ
れ
も
踏
ま
え
た
上
で
、

小
畠
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
を

ど
う
考
え
る
か
し
っ
か
り
と

検
討
し
て
い
く
。

問答

基礎工事中の新庁舎建設事業

町
長 農業所得向上に繋がるしくみ作りができた答

問 超高付加価値農業振興の成果は

一般質問
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国
へ
の
意
見
書
の
提
出

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の

急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

・�地
方
税
財
源
の
確
保・充
実
を
要
望
す
る
も
の
。

提
出
者　
橋
本　
輝
久

賛
成
者　
横
山　
素
子

教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義
務
教
育
費
の
国
庫
負
担
拡
充
を

求
め
る
意
見
書

・�子
ど
も
の
豊
か
な
学
び
を
保
障
す
る
た
め
。

提
出
者　
横
山　
素
子

賛
成
者　
木
野
山
孝
志

防
災
・
減
災
・
国
土
強
靱
化
対
策
の
継
続
・
拡
充
を
求
め
る

意
見
書

・�大
規
模
自
然
災
害
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
、迅
速
な
復
旧
復
興
へ

と
つ
な
げ
る
た
め
。

提
出
者　
寄
定　
秀
幸

賛
成
者　
小
川　
清
治

種
苗
法
の
改
正
に
つ
い
て
慎
重
な
審
議
を
求
め
る
意
見
書

・�農
業
者
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、慎
重
な
審
議

を
求
め
る
。

提
出
者　
木
野
山
孝
志

賛
成
者　
橋
本　
輝
久

決
こんなことが決まったよ

条例制定・改正

― 主 な も の ―

・ 指定居宅介護支援等の事業を行うにあたり、 
主任介護支援専門員の不足のため介護支援
専門員を管理者とすることができるように
なった。
・ 神石高原町特別職報酬等審議会の委員数が
10人から10人以内に変更された。

条例の一部改正 全会
一致

人権擁護委員の候補者の推薦
　平元　清登　さん

人　　事 全会
一致

工事名　神石高原町立病院建設工事
請負者　戸田建設株式会社　広島支店
金　額　22億5815万円
工　期　至　令和４年１月31日

工事名　農業集落排水事業
　　　　遠方監視システム工事
請負者　株式会社アクア
金　額　5148万円
工　期　至　令和３年３月31日

工事請負契約の締結 全会
一致

全会
一致

条例改正など
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●
今
秋
は
町
長
選
挙
・
町
議
会
選

挙
の
年
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
う
わ

さ
話
は
出
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

人
口
の
減
っ
て
い
る
現
在
議
員
数

を
減
ら
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
税
金
も
多
額
必
要

と
思
い
ま
す
。

�

70
代　
女
性

●
今
、
世
界
中
新
型
コ
ロ
ナ
で
大

変
で
す
が
、
町
民
全
体
で
一
つ
に

な
っ
て
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
よ
う

に
み
ん
な
で
頑
張
ろ
う
。

�

60
代　
男
性

●
ケ
ー
ブ
ル
議
会
放
送
も
見
て

い
ま
す
。

�

80
代　
女
性

●
Ｉ
タ
ー
ン
Ｕ
タ
ー
ン
と
我
も
我

も
と
若
い
人
が
入
っ
て
く
る
、
町

の
活
性
化
目
指
し
て
議
会
は
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

�

80
代　
女
性

ま
ち
の
声
皆
さ
ん
の
要
望・意
見・感
想
な
ど

主
な
も
の

議
会
ク
イ
ズ
に
た
く
さ
ん
の

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
皆
様
か
ら
い
た
だ

い
た
声
を
受
け
と
め
、
前
向

き
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

①
負
け
な
い

②
医
療
体
制

③
油
木
高
校

ク
イ
ズ
の
答
え

第
45
回
議
会
ク
イ
ズ
当
選
者

油
木
地
区 

　
木
坂　
眞
弓 

さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

皆さんの深いご理解とご協力に
感謝致します。

４年間お世話になりました

まちの声
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追跡!!

ありゃあ
どうなった

ん

　
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
は
道
の

駅
で
の
製
造
販
売
を
公
募
し

ま
し
た
が
、応
募
者
が
な
く

福
山
の
業
者
に
製
造
を
委
託

し
ま
し
た
。

　
道
の
駅
で
製
造
販
売
す
る

こ
と
に
意
味
が
あ
り
、販
売

計
画
が
達
成
で
き
る
の
か
と

い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　
議
会
報
告
会
で
は
各
会
場

と
も
反
対
の
声
も
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

道
の
駅
１
８
２
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
目
玉
商
品
と
し
て

の
商
品
力
に
期
待
し
、地

ビ
ー
ル
と
し
て
販
売
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
９
月
末
現
在
の
販
売
状
況

は
、米
が
３
３
１
本
、ト
マ

ト
２
４
７
本
、シ
ョ
ウ
ガ
１

９
８
本
で
す
。

　
町
長
は
ト
マ
ト
風
味
が
一

番
の
お
気
に
入
り
だ
と
か
。

　
「
雨
降
っ
て
地
固
ま
る
」

町
民
の
注
目
を
一
身
に
集
め
、

様
々
な
意
見
が
出
た「
伝
説

の
地
ビ
ー
ル
」と
し
て
進
化

を
続
け
て
、ヒ
ッ
ト
商
品
に

な
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

さんわ１８２ステーション発
「伝説の地ビールになるか！」

クラフトビールが置いてある商品棚。10月１日現在、ショウガ風味は在庫切れです。

追跡レポート

23　神石高原町議会だより  №64　2020.10.15



■発行：神石高原町議会
■編集：議会広報常任委員会

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
４
７

－

８
９

－

３
３
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 
０
８
４
７

－

８
５

－

４
２
０
１

■
発
行
責
任
者　
議
長　
松
本
彰
夫

■
住
所
／
広
島
県
神
石
郡
神
石
高
原
町
小
畠
二
〇
二
五

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています

元気なグループ紹介だよ !

空欄に適切な言葉
をいれてください議会クイズ

G I K A I � Q U I Z

帝
釈
峡
を
盛
り
上
げ
、
唄
を
引
き
継
ぐ
。

●応募方法 
　�ハガキに「答え・住所・氏名（ふりがな）・年齢」議会への要望・
ご意見なども記入してください。
　�正解者多数の場合は厳正な抽選により、1人の方に5000円
分のこうげん通貨券をお送りいたします。
　�応募は、1人・1通に限らせていただきます。
●あて先
　〒720-1522　神石高原町小畠2025番地
　神石高原町議会事務局「第46回議会クイズ係宛」
●締め切り
　11月16日（月）消印有効
●個人情報の取り扱いについて
　�ご記入いただきました個人情報は、賞品発送および『まち
の声』などの目的以外には利用いたしません。

❶ 住んで良かったと○○できる
❷ ○○○○12人から10人へ
❸ 今後の○○○運営は

議会広報常任委員会

委 員 長　赤木　俊二

副委員長　林　　憲志

委　　員　木野山孝志

委　　員　横山　素子

委　　員　小川　善久

今号をもって、４年間この広報誌を作り上げてき
た広報委員のメンバーが変わります。
読んでいただく方に、わかり易く読みやすく、元
気になれるような広報誌を心掛けたつもりですが、
至らない点も多かったと思います。
ただただ思うのは、いろいろな方に支えられ、ま
たご迷惑を掛けながらもここまで出来たことに感
謝の思いしかありません。
今後ともご愛読のほどよろしくお願いいたします。
� （赤木）

第46回 次回の定例会は12月です
議会を傍聴してみませんか

議会広報をよく読んでね!ヒント

表紙の紹介

デ
オ
に
残
す
と
い
う
企
画
が
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
中
で
東
城
町
の
方
が「
帝
釈

峡
小
唄
」を
踊
ら
れ
て
い
る
の
を
見

て
、地
元
で
あ
る
私
た
ち
も
ぜ
ひ
踊

り
継
い
で
行
か
な
け
れ
ば
と
い
う
思

い
に
駆
ら
れ「
帝
釈
峡
小
唄
を
踊
る

会
」を
結
成
い
た
し
ま
し
た
。

稽
古
を
重
ね
て
文
化
祭
や
湖
水
祭

り
に
出
演
し
て
い
ま
す
。ま
た
そ
の

企
画
が
ご
縁
と
な
り
神
龍
湖
畔
に
小

唄
の
再
生
装
置
の
設
置
と
歌
碑
の
建

立
が
さ
れ
た
時
に
踊
り
を
披
露
し
、

華
を
添
え
ら
れ
た
の
は
大
変
嬉
し
い

こ
と
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
引
き
継
い
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

代
表　
藤
井　
年
江

今
か
ら
５
年
前
、故
郷
を
東
城
に

持
ち
、今
は
都
会
に
出
ら
れ
て
い
る

方
々
に
よ
り
、帝
釈
峡
を
盛
り
上
げ

て
い
こ
う
と
神
龍
湖
畔
で「
帝
釈
峡

音
頭
」「
帝
釈
峡
小
唄
」の
踊
り
を
ビ

「
家
族
で
パ
ン
屋
を
営
む

 

三
宅
さ
ん
一
家
」

湖水祭りで踊りを披露する皆さん

神
石
地
区

  

帝
釈
峡
小
唄
を
踊
る
会
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